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3不動産競売手続雑感



































私は,かつて ドイツ滞在中に (1980年9月-1981年8月 ･ケルン大学手続法研究所),ケルン区
裁判所における不動産競売期日を見学する機会を得た｡事案は,執行証書に基づく土地の強制競売
であり,期日は,1981年3月末に開かれた｡ ドイツでは,売却は競売 りによって行われ,不動産
所在地の区裁判所が執行裁判所 となるが,このときは,司法補助官 (Rechstpfleger)が売却を実
施していた｡競売場は,大学における階段教室の形状を有しており,正面の席には,1名の司法補
助官と2名の女性事務官が座 り,また正面に向かって右前に債権者,その後ろ,前列から2/3ほど
に買受希望者が座 し,また最後部 1/3ほどのところに学生用の傍聴席があり,実際に30名以上の
学生が着席 していた｡私は,左側前列から3列目のところに座 り,手続の経過を見守った｡15分
ほど冒頭手続がおこなわれ,その最後のところで買受希望者に対して競売申出の催告がなされた後,
手続は,休憩に入った｡時間は,30分ほどであったと思 う｡買受希望者はどのような人かと見て
みると,例外なく男性と女性2人 1組で,おそらく不動産関連の会社等に勤務する競売担当の主任
とその補助を務める事務員であろうと推測された｡10組以上の買受希望者が,階段席の通路上で
情報を交換 しあう光景が見てとれた｡所定の時間が経過した後,司法補助官の指示により,買受希
望者は,用意された箱に申出額を記載した用紙を入れる｡事務官がこれを整理したうえ,司法補助
官が,最高価額を読み上げることで競売 り開始となる｡最後の申出額が3回呼び上げられた後,読
売手続は終結した｡このときは,債権者が買受けに強い意思を示して最終的に落札した｡期日に要
した時間は,全体 として1時間半弱である｡いま強制競売 ･強制管理法の条文を確認してみると,
当時の73条が改正されていることに気づいた｡すなわち,改正前には,申出の催告から期日終了
までに最低 1時間の時間をおかなければならないことになっていたのであるが,現在では30分に
短縮されている｡しかし,当時の印象としても,期日は,実に整然と短時間で終結していた｡さら
に,関係者が退席 した後,学生のために質疑応答の時間が設けられていたことは,新鮮に感じられ
た｡私自身は,売却の終了後,学生の質疑の最中に退席したのであるが,とにかく,手続が極めて
開放的であること,また円滑に進行したことが印象に残った｡
競売期日における多数の学生の臨場には,手続監視の意味があるようにも思われるが,しかし,
1981年3月当時,ケル ン区裁判所は,Reichenspergerplatz
の裁判所庁舎にあった｡現在は,LuxemburgerStrafもeに移
転 している｡写真は,AmtsgerichtK61nのホームページか
ら引用 したものである｡
おそらく買受希望者の法に基づいて行動する
という姿勢こそが,競売りがうまく機能して
いることの原因であろう｡わが国においては,
競売 りの長所は一般に認められるところであ
るが, ドイツのように法が社会規範 として
人々の日常生活に浸透しているという前提が
欠落しており,これを復活させることは,過
去の経験に照らして困難であるかもしれない｡
しかし,司法制度は,現状に甘んずるのでは
なく,買受希望者がより合理的に申出額の決
定をすることができるように配慮すべきであ
り,そのためにインターネットを活用する等
立法を含めてなお改善の余地はあるようにも
思われるのである｡
